
氏 名 力山 茂樹（１８歳） 出 身 広島県

期 別 第１０期甲種飛行予科練習生（昭和１７年４月土浦入隊）

所属部隊 第２０１海軍航空隊(フィリピン・クラーク基地）

戦 没 日 昭和１９年（１９４４年）１０月１５日

状 況 マニラ東方海上の敵機動部隊攻撃後、基地に帰着。その直後、敵艦
載機による空襲のため、迎撃命令を受け発進するが、他機の発進が
間に合わず、単機で空戦中マバラカット基地上空にて被弾戦死

御恩の萬分の一も報いること無く散り行く事
御詫びの言葉もありません

甲10-0894

日本
フィリピン

マバラカット基地

首都マニラ
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